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第４回 認定インストラクター試験問題回答 

 

Ⅰ 次の問の（  ）にあてはまる文字または数字を記入しなさい。（２点×１２） 

 

１． 点数表には（ 医科 ）、歯科、調剤の３種類があります。 

２． 保険診療をする医師に対し、療養給付の方針、保険医として守るべき具体的規 

則を定めたものを（ 療養担当規則 ）と言います。 

３． 平成１５年４月より３歳以上７０歳未満の健保本人の自己負担割合（医療保険）は、 

（ ３ ）割になりました。 

４． 国保は、市町村が行う市町村国保と（ 組合 ）国保があります。 

５． 医療保険による保険給付は、主に（ 現物 ）給付です。 

６．  画像診断で２分割のフィルムを選択した場合、撮影回数は（ １ ）回となります。 

７． 診療報酬明細書のうち合計点数が（ ３５ ）万点以上のものについては、診療日ご 

      との診療内容、症状および経過を明らかにすることのできる資料を添付する必要があ 

      ります。 

８． 「ＥＥＧ検査」とは、（ 脳波 ）検査のことです。 

９． 「検査」の診療種別区分は、（ .６００ ）です。 

１０．特定疾患療養指導料の算定は、同一暦月に（ ２ ）回を限度とします。 

１１．日医標準レセプトソフトでは、深夜来院の初診料算定方法は、初診料コードの前に 

（ ３ ）を入力します。 

１２．日医標準レセプトソフトでは、患者登録画面で生年月日を入力する際、昭和１２年１ 

月１０日の場合は、（ ３１２０１１０ ）と入力します。 

 

Ⅱ 次の問で正しいものには○、間違っているものには×をつけなさい。（２点×６） 

 

１． 保険者番号が「６７１２３４５６」の場合は、国民健康保険の退職者医療です。（ ○ ） 

２． 電話再診時、外来管理加算は算定できます。（ × ） 

３． 法別番号が「５１」は、結核予防法です。（ × ） 

４． 労働者災害補償保険に、通勤途上の災害は含まれません。（ × ） 

５． 自由診療（健康保険法等に定めのない医療、保険診療によらない診療を行った場合な 

ど）についての診療費は、医療機関で設定した金額です。（ ○ ） 

６． ある検査を行い、同日の午後その結果のみを聞きに患者が来院した場合、再診料は算 

定できません。（ ○ ） 
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Ⅲ 次の問は、日医標準レセプトソフト（無床診療所版）の操作を説明したものです。正し

いものには○、間違っているものには×をつけなさい。（２点×１２） 

 

１．  「レセプト作成-印刷指示」画面において「印刷（F１２）」を選択した場合の「確認画

面」で「プレビュー（F１０)」を押下するとプレビュー設定処理が行われ、さらに「処

理結果」画面で「プレビュー（F１２)」を押下すると該当データのレセプトプレビュ

ーを確認することができます。（ ○ ） 

２．  薬剤情報提供料の２回目は自動算定されないので、オペレータが判断して手入力しま

す。（ ○ ） 

３．  「.３１１」"手技料なし"の区分は、皮下筋肉内注射を施行したが薬剤料のみを算定す

るときに使用します。（ ○ ） 

４．  生保の受給者番号は、明細書作成画面の「生保入力」キーを押下し遷移した画面から、

ひと月単位で該当患者の受給者番号を一括入力します。（ ○ ） 

５．  多剤投与の関係で種類数のカウントに含めたくない場合は「．２８０」の診療種別区

分を使用して入力します 。（ × ） 

６．  システム管理マスタで「院内処方」を指定した場合、診療行為入力画面で「院外処方」

にすることができません。（ × ） 

７．  単位に「アンプル」・「管」・「管（瓶）」が付く注射薬の使用量が各容量に満たない場合

は、残量廃棄のコメントコードは自動発生しません。（ × ） 

８． 小児科外来診療料を算定したときに、院内処方の投薬料は算定不可ですが「.２１３ 内

服薬剤（処方のみ）」の診療種別区分を入力することにより請求点数には含めず薬剤の

入力を行うことが出来ます。（ ○ ） 

９． 患者登録画面で保険情報の入力をする際、「記号」「番号」は半角です。（ × ） 

１０．再来の患者の主保険が変わった場合、患者登録画面の保険情報欄を全て削除してから

入力しなおします。（ × ） 

１１．外来管理加算の自動発生後の確認メッセージ表示（外来管理加算の算定できない診療

行為入力がされたとき）の有り・無し、外来管理加算の自動発生無しの三つのうちい

ずれかをシステム管理マスタ"１００７ 自動算定情報"で設定することができます。

（ × ） 

１２. 診療行為入力画面の診療日は、システム日付が初期値なので変更することはできませ 

ん。（ × ） 
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Ⅳ 下図は、日医標準レセプトソフトの患者登録画面で、所得者情報を入力する画面です。 

次の３点の機能について記述しなさい。（１０点） 

 

 

・低所得者２ 

食事標準負担額減額の設定を行う。 

外来：高齢者が在総診を受けた場合、患者負担限度額（８０００円）を適用する。 

入院：高齢者の場合、患者負担限度額（２４６００円）を適用する。 

入院：食事患者負担（６５０円）を適用する。 

    但し、長期入院該当年月日以降（９１日以上の場合）は、５００円を適用する。 
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・ 低所得者１ 

食事標準負担額減額の設定を行う。 

外来：高齢者が在総診を受けた場合、患者負担限度額（８０００円）を適用する。 

入院：高齢者の場合、患者負担限度額（１５０００円）を適用する。 

入院：食事患者負担（３００円）を適用する。 

                                          

 

・ 公費負担額 

患者の所得に応じて、公費の自己負担額に設定した上限額を反映させることができる。 

対象となるのは更生医療と育成医療で、基本情報画面で登録した公費情報は画面左側の一

覧表に表示される。その下の選択番号欄に該当する番号を入力、或いは一覧表の該当列を

クリックして指定したのちに適用期間、上限額の入力をする。 

現在、対象となっているのが、生活保護（０１２）、更正（０１５）、育成（０１６）、特

定疾患（０５１）、東京都地方公費（１５１、４５１）である。 
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Ⅴ 下記設問に記述しなさい。 

 

１．日医標準レセプトソフトでは、カルテ一号紙を発行することが出来ます。 

カルテ一号紙の発行方法を２つ記述しなさい。（５点×２） 

（例） 

１. 業務メニュー → １２ 登録 → 基本情報タブ → １ カルテ発行あり  

→登録 

                                           

 

２．業務メニュー → １１受付 → カルテ欄 １：発行あり → 印刷 

                                           

 

２．平成１５年１０月に受診した場合、一ヶ月内に２回以上算定した場合、日医標準レセプ

トソフトで自動的に逓減される診療行為を３つ挙げなさい。 (５点×３) 

（例） 

１．超音波検査、CT（同一部位に限る）、単純撮影（同一部位に限る） 

                                           

２．内視鏡検査、関節鏡検査、喉頭直達鏡検査、嗅裂部・鼻咽腔・副鼻腔入口部ファイバー

スコピー、喉頭ファイバースコピー、中耳ファイバースコピー、顎関節鏡検査、気管支鏡検

査、気管支ファイバースコピー、胸腔鏡検査、縦隔鏡検査、食道鏡検査、食道ファイバース

コピー、胃鏡検査、胃・十二指腸ファイバースコピー、胆道ファイバースコピー、小腸ファ

イバースコピー、直腸鏡検査、直腸ファイバースコピー、大腸ファイバースコピー、腹腔鏡

検査、腹腔ファイバースコピー、クルドスコピー、膀胱尿道ファイバースコピー、尿管カテ

ーテル法、腎盂尿管ファイバースコピー、ヒステロスコピー、コルポスコピー、子宮ファイ

バースコピー、乳管鏡検査 

                                           

 

３．心電図検査、心臓カテーテル法による諸検査、体液量等測定、負荷心電図検査、ホルタ

ー型心電図検査、トレッドミルによる負荷心機能検査、バイシクルエルゴメーターによる心

肺機能検査、リアルタイム解析型心電図、心音図検査、脈派図、心機図、ポリグラフ検査  

等より３つ 
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Ⅵ.あなたがインストラクターとして、日医標準レセプトソフトを導入・運用する際に 

セキュリティの面で気をつけるべきことを記述しなさい。（５点） 

（例） 

                                           

・パスワードを厳重に管理する。 

                                           

・定期的にパスワードを変更する。      

                                           

・勝手にソフトをインストールしない。 

                                           

・不要なホームページを閲覧しない。 

                                           

・最新の情報（ウィルス情報等）を知っておく。 

                                           

・退室時は、ロックをかける。 

                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 


